
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 来浜概要 

（１）訪問期間 

  令和８年９月４日（金）～10 日（木） 

 

（２）訪問団 

  ・マイク・ヨーゼフ    フランクフルト市長 

  ・クラウディア・コルンケ フランクフルト市議会議長 

・アイリーン・オサリバン フランクフルト市副市長 

  ・その他随行者           

訪問団合計 20 名 

 

２ マイク・ヨーゼフ市長略歴 

  2011 年           ヘッセン州南東部ドイツ労働組合連合会組織化担当書記、 

フランクフルト市議会議員 

2013 年       同市議会・社会民主党(SPD)議長 

2016 年           フランクフルト市議会議員（副市長）、企画住宅局長 

2021 年       同上、企画住宅スポーツ局長 

2023 年５月 11 日～ フランクフルト市長 

 

 

 

 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 令 和 ８ 年 ９ 月 1 0 日 

政策 経 営・ 国 際 戦略 局 

グロ ー バル 都 市 戦略 部 

ドイツ・フランクフルト市からマイク・ヨーゼフ市長が初来浜 
～パートナー都市交流の更なる発展に向け 市内教育機関や企業等を訪問しました～ 

裏面あり 

マ イ ク ・ ヨ ー ゼ フ 
フランクフルト市長 

横浜市のパートナー都市であるフランクフルト市のマイク・ヨーゼフ市長を団長とする

訪問団が、９月４日（金）から 10 日（木）まで横浜を訪問しました。 

横浜市とフランクフルト市は、平成 23（2011）年にパートナー都市協定を締結し、本年、

提携 15 周年を迎えました。 

ヨーゼフ市長は来浜期間中、「アジア太平洋循環型都市フォーラム（APCC フォーラム）

2026」に登壇されたほか、フランクフルト市の高校と姉妹校交流を行う横浜市立桜丘高校

への訪問、文化施設やドイツやフランクフルトとゆかりのある市内企業の視察、経済セミ

ナーの実施など、幅広い交流を行いました。 

今回の来浜を通じて、両市は 15 年間にわたり育んできた揺るぎない信頼関係を改めて

確認するとともに、多様な分野における今後の連携強化について、認識を共有しました。 

また、高校生や大学関係者、民間企業との交流を通じて、次世代を担う若者を含む市民と

のつながりが一層深まり、両市のパートナーシップの更なる発展に寄与する機会となりま

した。 

 



 

 

３ 横浜市内での主な行程 

日付 内容・訪問先 

９月４日 （金） 

来日 

アジア太平洋循環型都市フォーラム（APCC フォーラム）2026 

クロージングセッション登壇 

９月５日 （土） 
・三溪園訪問 

・市立桜丘高等学校訪問 

９月７日 （月） 

・学校法人トキワ松学園 横浜美術大学訪問 

・ボッシュ ホール、ボッシュ株式会社訪問 

・株式会社ディー・エヌ・エー訪問 

９月８日 （火） 横浜市役所訪問 

９月９日 （水） 経済セミナー登壇（TECH HUB YOKOHAMA） 

９月 10 日（木） 離日 

 

 
 

４ 主な訪問内容 

（１）APCC フォーラム 2026 クロージングセッションへの登壇 

９月４日（金）、パシフィコ横浜ノースで開催された APCC フォーラム 2026 のクロージ

ングセッションにおいて、ヨーゼフ市長が登壇し、フランクフルト市が欧州とアジアの

懸け橋として果たす役割や、持続可能性を重視したまちづくりについて紹介しました。 

それに先立ち、ヨーゼフ市長は松浦副市長と面会し、両市のパートナーシップ関係に

ついて意見交換しました。 

 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

ヨーゼフ市長の登壇の様子 

 
松浦副市長との面会 

次頁あり 



 

 

（２）市立桜丘高等学校 

９月５日（土）、フランクフルト市のシューレ・アム・リード校と姉妹校提携を結んで

いる市立桜丘高等学校を訪問し、文化祭を視察しました。 

文化祭では、茶道部のお点前を体験するなど、日本の伝統文化への理解を深めると  

ともに、次世代を担う若者と交流しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）学校法人トキワ松学園 横浜美術大学 

９月７日（月）、フランクフルト市にゆかりのあるグラフィティ・アーティストのユス

ツス・ベッカー氏が、平成 29（2017）年に同大学で制作・発表した壁画を鑑賞しました。

同作品は、両市の交流の一環として制作されたもので、大学関係者と芸術交流について

の意見交換も行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お点前を体験するヨーゼフ市長（右）と 
オサリバン副市長 

 

高須校長との面会の様子 

壁画の前での記念写真 

 

裏面あり 

壁画の説明を受ける様子 
（Stadt Frankfurt, photo: Yuko Tahara） 



 

（４）ボッシュ株式会社 

９月７日（月）、都筑区民文化センター「ボッシュ ホール」を視察するとともに、    

ドイツにルーツのある企業、ボッシュ株式会社関係者との面会を行いました。 

ボッシュ ホールでは、施設の概要や運営内容について説明を受け、文化芸術活動の  

拠点としての役割や地域との連携について理解を深めました。 

また、ボッシュ株式会社の 田中
た な か

大介
だいすけ

執行役員との面会では、横浜市への本社移転の  

経緯や立地上のメリットに加え、地域との連携を通じた取組の意義と今後の展望等に 

ついて説明を受け、意見交換を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）株式会社ディー・エヌ・エー 

９月７日（月）、令和８年３月に開業した「BASEGATE 横浜関内」や横浜スタジアムを 

見学し、スポーツを軸としたまちづくりについて理解を深めました。 

また、ヨーゼフ市長は、同社の 岡村
おかむら

信悟
し ん ご

会長と面会し、同社が企画・運営するクリス

マスマーケット「BALLPARK Xmas YOKOHAMA KANNAI」と、クリスマスマーケットの発祥の

地と言われるフランクフルト市との今後の連携の可能性について、横浜市を交えて意見

交換を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

横浜スタジアムでの記念撮影の様子 

 
岡村会長との面会の様子 

 

ボッシュ社１階の視察の様子 

 
ボッシュ社との記念撮影の様子 

次頁あり 



 

 

（６）横浜市役所訪問 

９月８日（火）、横浜市のグローバル都市戦略や多文化共生施策、ビジネス環境やスタートア

ップ支援の取組について説明を受けました。それに先立って、オサリバン副市長は、フランクフ

ルト市の市民参加施策や AI 推進施策に関する紹介を行いました。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（７）経済セミナー 

９月９日（水）、フランクフルト市と横浜市が連携し、経済セミナー「Frankfurt Meets 

Yokohama」を開催しました。ヨーゼフ市長が登壇し、イノベーションやスタートアップ分野に

おける両都市の連携の可能性について発信しました。 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

事業説明を受ける一行 

 

フランクフルト市の紹介をする 
オサリバン副市長（右） 

 

ヨーゼフ市長の登壇の様子 

 
会場の様子 

 

裏面あり 



 

 

５ 来浜を振り返ってのヨーゼフ市長コメント 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考１ フランクフルト市とのパートナー都市協定 

 
2011 年に締結し、以降、協定の規定に基づき自動更新。直近の更新は 2026 年７月。 

 

 

参考２ フランクフルト市について 

正式名称はフランクフルト・アム・マイン市。人口約 78 万人、面積 248.3 ㎢。 

ドイツ西部にあり、ライン川支流のマイン川流域に位置。世界有数のハブ空港を抱える

と共に、欧州有数の金融都市である。 

1997 年から横浜市欧州事務所が所在。（2022 年７月までは横浜市フランクフルト事務所

と呼称）。 

 

 

締結時期 内 容 

2011 年９月 経済、温暖化対策、文化芸術創造都市の分野を中心に連携を深めるとと

もに、市民、特に若い世代の交流を促進していくため、パートナー都市

の協定を締結。 

2023 年７月 上記分野に、市民交流、次世代の育成、「GREEN×EXPO 2027」の成功に向

けた相互協力等を追加し、更なる都市間連携について合意。 

お問合せ先 

グローバル都市戦略課担当課長 丸山 Tel 045-671-4711 

横浜市の温かいおもてなしと素晴らしいプログラムに、心より感謝申し上げます。横浜
市とのパートナー都市提携 15 周年を共に祝うことができ、大変光栄に思います。 

 
 今回 APCC フォーラム 2026 に参加できたことを大変うれしく思っています。この会議

は、気候目標の達成に向けた私たちの共通の取組を強化するために横浜市が実施してい
る、非常に意義深く重要な取組です。アジアとヨーロッパの自治体間における国際協力、

特に持続可能性をテーマとした協力は、非常に重要なメッセージを発信するものです。 
 

 気候変動への対応に向けた優れた取組は世界各地に存在しています。私たちには、互
いから学ぶべきことが数多くあります。 

 
 来年の横浜グリーンエクスポを契機として、この緊密な協力関係を今後も発展させて 

いくことを楽しみにしています。 


